
令和５年度 事業報告 
〔令和 5年 4月 1日～令和 6年 3月 31 日〕 

I 主要業務日程 

令和５年 

  ４月17日 監事監査（協会事務所） 

４月24日 第 1回理事会（アルカディア市ヶ谷） 

５月30日 通常総会・記念講演会（アルカディア市ヶ谷） 

第２回理事会（アルカディア市ヶ谷） 

６月15日 第 1回専門委員会（アルカディア市ヶ谷） 

8 月22日
フードスペシャリスト養成機関研修会（アルカディア市ヶ谷） 

対面及び Zoom のハイブリッド方式 

8 月31日～

9月16日
科目別出題調整検討会（協会事務所） 

9 月27日～

10月 6 日
第３回理事会（書面審議）  

9 月28日 専門委員会 ３科目出題調整検討会（協会事務所） 

10月 1 日 専門委員会 出題調整分科会（協会事務所） 

10月 3 日 専門委員会 研修分科会（協会事務所） 

11月15日 専門委員会 養成機関認定分科会（協会事務所） 

11月17日 臨時総会（協会事務局） 

12月 5 日 四者会議（協会事務局） 

12月17日 フードスペシャリスト資格認定試験 

令和６年 

1 月15日 第２回専門委員会（アルカディア市ヶ谷） 

2 月 2 日 第４回理事会（アルカディア市ヶ谷） 
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Ⅱ 事業内容 

１ 教育内容の企画、指導及び助言に関する事業 

（１）フードスペシャリスト養成の充実に向けた検討 

   新たなフードスペシャリスト資格制度の周知を図るため、食品関連企業就業者

向けの専門フードスペシャリスト資格認定試験に関するパンフレット、実際の試

験問題等の資料を食品関連企業（130 社）の研究開発部門等の担当者に送付した。 

（２）協会指定テキストの改訂 

   協会指定テキストについては、「食品の官能評価・鑑別演習」の改訂を行った。 

２ 資格認定試験に関する事業 

（１）令和 5年度フードスペシャリスト資格認定試験の実施 

令和 5年度フードスペシャリスト資格認定試験を令和 5年 12月 17日(日)に全

国 116 校で実施し、延べ 3,350 人が受験した。その後、合否判定の結果、延べ 2,502

人が合格した。各資格認定試験の種類別の受験状況は以下のとおりであった。 

また、フードスペシャリスト養成機関を既に卒業した受験希望者に対しては、

受験申請書を協会が直接受け付け、出身校以外での受験を含め協会が受験校をあ

っせんした。 

受験者数 
（人） 

合格者数 
（人） 

合格率 
（％） 

フードスペシャリスト資格認定試験 2,781 2,364 85.0

専門フードスペシャリスト 

(食品開発)資格認定試験 ※1
386 82 21.2

専門フードスペシャリスト 

(食品流通・ｻｰﾋﾞｽ)資格認定試験 
183 56 30.6

※1 各数値には就業者を含む 

なお、就業者向け資格認定試験を全国試験と同日に実施した（参考 1を参照）。 

（２）フードスペシャリスト資格認定証の交付等 

フードスペシャリスト資格認定試験の合格者のうち養成機関の卒業者に対し、

申請に基づき資格認定証を交付した。なお、分野合格者についても申請に基づき

資格認定証を交付した（参考２を参照）。 

また、フードスペシャリスト資格を優秀な成績で取得した方に対し、会員校の

推薦に基づき会長表彰を行うとともに、各資格認定試験の上位合格者に対し、専

門委員会の推薦に基づき特別表彰を行った。 
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３ 養成機関の認定に関する事業 

専門委員会（養成機関認定分科会）における審査報告を踏まえ、理事会での審

議の結果、次の３校３学科を新たにフードスペシャリスト養成機関として認定し

た。 

○ 北海道文教大学（新規申請） 

所 在 地 北海道 

学  科 人間科学部 健康栄養学科（１２０名） 

適用年次 １年次 

○ 仁愛大学（新規申請） 

所 在 地 福井県 

学  科 人間生活学部 健康栄養学科（７５名） 

適用年次 １年次 

○ 滋賀短期大学(再申請) 

所 在 地 滋賀県 

学  科 生活学科（７０名） 

適用年次 １年次 

(注)滋賀短期大学は、平成１２年度に養成機関として認定されたが、昨年度末に「教

育課程の見直しのため」という理由により、一時養成機関を廃止(ただし、早期に

復帰する予定から、正会員としては存続)。 

４ 助成、研究、研修等に関する事業 

（１）食に関する一般向け啓発事業 

名誉フードスペシャリストの活動と連携する形で行われる広く国民一般を対象

とした食に関する啓発活動推進事業については、６校（甲南女子大学、日本女子

大学、愛国学園短期大学、日本大学、聖徳大学、函館短期大学、）から応募があり、

審査会による審査の結果、これらの６事業を採択し、その取組に対して支援を行

った（参考３を参照）。 

（２）研究・調査等 

令和４年度のフードスペシャリスト資格取得者を対象として、就職状況等に関する

アンケート調査を行い、その結果を会報及びホームページに掲載した。 
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（３）研修会の開催 

令和５年度フードスペシャリスト養成機関研修会については、「フードスペシャ

リストにおけるＳＤＧｓ」を主題とし、下記のとおり、アルカディア市ヶ谷の会場

での対面方式とオンライン形式の併用により実施した。 

なお、参加者は、教職員 56 名、個人会員 10 名、食品関連企業 1 名の計 67 名と

なっている。 

１.主 題 「フードスペシャリストにおけるＳＤＧｓ」 

２.趣 旨 

 近年、持続可能な社会の実現に向けたＳＤＧｓの取組が、世界的に急速に進行して

おり、人々の意識を変えつつあります。このような中、「食」に関する人間の活動に

よる環境負荷が自然の回復力の範囲内に収まり、環境と調和し、持続可能なものとな

ることが求められています。 

このため、食に関する幅広い知識と技術を身につけた「食」の専門家であるフード

スペシャリストにとって、「食」を取り巻くＳＤＧｓの取組を把握しておくことは、

極めて重要です。 

 今回の研修会では、ＳＤＧｓの視点から食と生活、食育、調理・食品加工、企業活

動を捉えた講義を行ことにより、フードスペシャリストにおけるＳＤＧｓの位置づけ

や意義についての理解を深めることを目的としています。 

３.開催日時 令和５年８月２２日（火）１３:２０～ 

４.「対面形式」の会場  アルカディア市ヶ谷 ５階「大雪」 

５.研修日程 

１２：３０～１３：２０ 受 付 

 １３：２０～１３：３０ 開会挨拶 

 １３：３０～１４：１５  

●講演 1「食と生活におけるＳＤＧｓの取組」 

【講師】東京大学大学院 農学生命科学研究科 

教授 五十嵐 圭日子氏 

 １４：１５～１５：００  

●講演２「食育とＳＤＧｓ」 

【講師】日本女子大学 家政学部食物学科 

准教授 鈴木 礼子氏 

 １５：００～１５：１５ 休憩 
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１５：１５～１６：００  

●講演３「エコ・クッキングとＳＤＧｓ～これからの調理を考える～」 

      【講師】東京ガス株式会社 都市生活研究所 

所長 三神 彩子氏 

１６：００～１６：４５  

●講演４「食品企業におけるＳＤＧｓの取組」 

【講師】キリンホールディングス株式会社 

コーポレートコミュニケーション部  

お客様相談室 鈴木 淑子氏 

 １６：４５～１７：００ 質疑応答  

５ 情報の収集及び提供に関する事業 

（１）会報の発行及び配布 

 協会の会報「JAFS NEWS  LETTER」（No.64）を令和 6年 2月に発行し、会員、

関係機関等に配布するとともに、ホームページに掲載した。 

（２）広報活動  

ア. 令和５(2023)年度名誉フードスペシャリストとして、１１名(参考４を参照)の

方々を令和５年４月２４日に開催された理事会において決定し、これらの方々の

ご意向を踏まえ、令和５年５月３０日に開催された令和５年度通常総会に８名の

方々(會田久仁子様、伊藤淳子様、小笠原荘一様、杉田尚様、薗田勝様、髙戸良

之様、土屋京子様、山田雄司様)をお招きし、当協会の青柳康夫会長から直接表

彰状を授与する授与式を実施した。 

  また、協会のホームページ(「名誉フードスペシャリスト」のコーナー)にこれ

らの方々のプロフィール等を掲載した。 

 イ.フードスペシャリストの養成機関でない専門学校を含む１３５の管理栄養士及

び栄養士養成施設に対し、フードスペシャリスト資格認定試験に関するパンフレ

ット等の関係書類を送付し、フードスペシャリストの養成機関となることについ

ての掘り起し活動を行った。 

 ウ.フードスペシャリスト資格の企画記事広告を、「全私学新聞」（全私学新聞運営

委員会）に 1回、資格紹介のＰＲ広告を「日本食生活学会誌」に１回、 

「全栄施協月報」（全国栄養士養成施設協会）に１２回、それぞれ掲載した。 

（３）フードスペシャリスト資格認定試験過去問題集の発行 

「フードスペシャリスト資格認定試験過去問題集」を本年２月２０日に発行した。 

（４）養成機関への資料提供 

   フードスペシャリスト養成機関に対し、関係機関から提供された各種資料を紹

介した。 
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（参考１） 

就業者向け資格試験の結果について 

１． 試験結果の概要

① 専門フードスペシャリスト（食品開発）資格認定試験

令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年

申請企業数 ５ ３ ５ ５ ４

受験者数（人） １２ ４ １４ ９ ８

合格者数（人） ５ ２ ６ ５ ６

合格率 ４２％ ５０％ ４３％ ５６％ ７５％

②専門フードスペシャリスト（食品流通・サービス）資格認定試験

令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年

申請企業数 ２ １ ０ １ １

受験者数（人） ２ １ ０ １ １

合格者数（人） １ ０ ０ １ １

合格率 ５０％ ― ― １００％ １００％

２． 参加企業

   令和元年：池田食研（株）、（株）栄養セントラルジャパン、ダンフーズ（株）、

ケンコーマヨネーズ（株）、日清食品ホールディングス（株）、

山崎製パン（株）

令和２年：ケンコーマヨネーズ（株）、株式会社ＴＵＳダイニング、

鉄茂器工（株）、山崎製パン（株）

令和３年：ケンコーマヨネーズ（株）、日清食品ホールディングス（株）

日東アリマン（株）、（株）Mizkan Jplus Holdings、

山崎製パン（株）

令和４年：ケンコーマヨネーズ（株）、日清食品ホールディングス（株）

日東アリマン（株）、明治チューインガム（株）、

山崎製パン（株）

令和５年：（株）萩原農場、ケンコーマヨネーズ（株）、ハナマルキ（株）

ポッカサッポロフード＆ビバレッジ（株）、山崎製パン（株）
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（参考２） 

令和５年度 専門ＦＳ資格認定試験における分野合格者について 

（１）分野合格の仕組み 

令和元年度から、専門フードスペシャリスト資格試験については、今年度及び昨年

度における共通科目と専門選択科目の試験結果を踏まえて合否を判定する方法を追

加している。 

この分野合格の仕組みにおいて、専門フードスペシャリスト資格試験に合格したと

判定されるのは、以下の３ケースである。 

① 今年度（2年目）に共通科目と専門選択科目の総得点で合格ライン（72 点以上）

の得点を獲得した場合 

② 昨年度に共通科目が合格ライン（36 点以上）の得点を獲得して不合格とされたも

のの、今年度の専門選択科目において合格ライン（36 点以上）の得点を獲得した場

合（合わせ技合格） 

③ 昨年度に専門選択科目が合格ライン（36 点以上）の得点を獲得して不合格とされ

たものの、今年度の共通科目において合格ライン（36 点以上）の得点を獲得した場

合（合わせ技合格） 

（２）分野合格の結果 

受験者数 

合格者数 

総得点で合格 合わせ技合格 

専門フードスペシャリスト 

（食品開発）
１４ ６ ２ 

専門フードスペシャリスト 

（食品流通・サービス）
９ ３ ２ 

専門フードスペシャリスト（食品開発）においては、受験者１４名のうち、総得点

で合格した者は６名、合わせ技合格の者は２名である。また、専門フードスペシャリ

スト（食品流通・サービス）においては、受験者９名のうち、総得点で合格した者は

３名、合わせ技合格の者は２名である。 
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（注）分野合格の候補者数 

専門フードスペシャリスト資格試験（食品開発） 

候補者数 共通科目 専門選択科目

令和６年度 ６１ ５７ ４ 

令和５年度 ４０ ３１ ９ 

専門フードスペシャリスト資格試験（食品流通・サービス） 

候補者数 共通科目 専門選択科目

令和６年度 ３３ ８ ２５ 

令和５年度 ３８ ８ ３０ 
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（参考３） 

令和５年度・啓発活動推進事業の概要(事業実施順) 

教育機関 甲南女子大学 

事業名称 「和食」を日本・世界から捉える 

開催日 令和５年７月３１日（月）、８月１日(火)、８月３日(木) 

事業概要 ユネスコ無形文化遺産に登録された「和食」を見直す機会を

提供する観点から、名誉フードスペシャリストの濱口郁枝教

授の企画・運営により、兵庫県内の高校生を対象とし、和食

に関する知識と調理技術について学習する。また、調理実習

は、昆布とかつお節で出汁を取り、出汁殻を有効利用した総

菜を作るなど SDGs も視野に入れ、室礼（しつらい）も取り

入れた配膳を行う。さらに、高校生が教員のアドバイスをも

とに和食について調べ発表を行う。 

教育機関 日本女子大学 

事業名称 今日からできる！簡単おいしい減塩のススメ 

開催日 令和５年１０月１５日（土）・１６日（日） 

事業概要 若年齢層の減塩に対する意識の改善と生活習慣病の予防を

図る観点から、学園祭の場を活用し、①食塩摂取量に対する

意識や実態に関する調査結果の発表、②「食品の食塩相当量」

及び「調理における減塩の工夫」に関する資料の作成・展示、

③弱年齢層を対象とした減塩の工夫を取り入れた食事の提

供を学生主体で行う。また、これらについて、名誉フードス

ペシャリストの飯田文子教授が講評・講話を行う。対象者は、

学園祭の一般来場者。 

教育機関 愛国学園短期大学 

事業名称 アフリカに渡った日本の豆腐―サブサハラアフリカの食と

健康― 

開催日 令和５年１０月２１日（土） 

事業概要 国際的視点に立った食品に対する広い知見を取得してもら

うため、名誉フードスペシャリストであり元国際熱帯農業研

究所(IITA)理事の齋尾恭子特任教授が、SDGs1(貧困)、

SDGs1(飢餓)及び SDGs1(健康と福祉)に軸足を置いたサブサ

ハラアフリカと先進国との比較、日本の豆腐製造技術のアフ

リカへの普及・定着状況を中心に講演する。その際、フード

スペシャリストの啓発活動も併せて実施する。 

講演会の対象者は、学生とその保護者、地域住民、関係学会

員等。 
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教育機関 日本大学 

事業名称 フードビジネス企画の実際とフードスペシャリストの役割 

開催日 令和５年１０月２９日（日） 

事業概要 次世代の新商品や新メニューの企画・開発に資するよう、名

誉フードスペシャリストの木島実元教授が、フードビジネス

における企画・マーケティングの重要性に関する講義を行う

とともに、学科卒業生(フードスペシャリスト資格保有者等)

による企業における食品企画の実際に関する事例紹介を行

う。 

教育機関 聖徳大学 

事業名称 聖徳大学“食”に関する講演会 

開催日 令和５年１１月１８日（土） 

事業概要 SDGs の普及とともに重要視されているエシカル消費の基本

的な考え方を解説し、パネリストを交えて質疑応答を行う。

このことにより、日本の食がエシカルといわれるために必要

な要件の理解を進める。パネリストは、株式会社グッドテー

ブルズの山本謙治氏、聖徳大学教授の齋藤昌義氏、聖徳大学

教授で 2021 年度名誉フードスペシャリストの佐々木弘子

氏。講演の対象者は、松戸市並びに周辺の一般住民及び学生。

教育機関 函館短期大学 

事業名称 「は・こ・だ・て・たん・だい」発信！食育講座「発酵」 

開催日 令和６年２月３日（土） 

事業概要 食育の正しい知識の取得と健全な食生活を推進するため、名

誉フードスペシャリストの澤辺桃子教授による事業の企

画・運営の下、発酵や発酵食品、発酵食品の調理工程等に関

する講義を本学教員が行った後、地元の高校生とフードスペ

シャリスト資格取得を目指す学生が、一緒に「麩」に関連す

る食材を用いて調理し、調理後は、正しい配膳を確認の上、

共食する。これらの講座を通じ、参加者全員が、食の重要性

を実感し、食に関する情報を家族や友人に発信できるように

なることを目指す。 
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（参考４） 

◆令和５(2023)年度名誉フードスペシャリスト名簿(１１名) 

１ 會田 久仁子    郡山女子大学短期大学部 教授 

２ 伊藤 淳子   農と食女性協会 代表 

３ 小笠原 荘一   元 日本チェーンストア協会 常務理事 

４ 杉田  尚    (株)日本食糧新聞社 代表取締役社長 

５ 薗田  勝  共立女子大学 名誉教授 

６ 髙戸 良之  シダックス(株)総合研究所 所長 

７ 田辺 義貴  (一財)食品産業センター 専務理事 

８ 谷口 裕信  戸板女子短期大学 教授 

９ 土屋 京子     東京家政大学短期大学部 教授 

10 三宅 正起     九州女子大学 教授 

11 山田 雄司  山崎製パン(株) 統括執行役員 中央研究所 所長 

※職名は受章当時のものです。 
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